
厚
別
の
魅
力

「
わ
た
し
の
あ
つ
べ
つ
１００
」
に

は
、
厚
別
の
魅
力
が
満
載
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
た

美
し
い
風
景
。
開
拓
者
の
苦
難
の

歴
史
を
伝
え
る
建
物
。
計
画
的
に

作
ら
れ
た
近
代
的
な
街
並
み
。
い

つ
も
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ

え
る
に
ぎ
や
か
な
公
園
。
そ
こ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
「
ふ
れ
あ

い
」
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
大
切
な
思
い
出
も
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
過
去
か
ら

現
在
ま
で
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の「
ふ
れ
あ
い
」か
ら
生
ま
れ
た
力

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
原
動

力
に
な
り
、
厚
別
の
魅
力
を
築
い

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
つ
べ
つ
見
聞
録

「
あ
つ
べ
つ
見
聞
録
」
は
、
写

真
や
地
図
を
取
り
入
れ
て
「
わ
た

し
の
あ
つ
べ
つ
１００
」
を
紹
介
し
て

い
る
小
冊
子
で
す
。「
あ
つ
べ
つ
見

聞
録
」
を
道
し
る
べ
に
、
厚
別
の

魅
力
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
あ
つ
べ
つ
見
聞
録
」
は
、
区

役
所
一
階
の
総
務
企
画
課
広
聴
係

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

皆さんのお気に入りの「あつべつ」を紹介してください。

応募いただいたものの中から、「わたしのあつべつ１００」を追

加選定し、「あつべつ見聞録（改定版）」で紹介する予定です。

�応募対象 区内の遺構、遺跡、文化財、碑、彫刻、建物、

樹木、並木、街並み、風景、祭り、行事など。既に選定済み

の８７件（ページ下に記載）を除きます。

�応募資格 区内に居住、または通勤・通学している方。

�応募点数 制限なし。

�応募方法 はがきまたは区役所１階広聴係の窓口で配布す

る応募用紙に、推薦するもの、所在地、お気に入りの理由と、

住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、８月２９日�までに
送付またはご持参ください。ファクス、Ｅメールでも応募で

きます。

～エピソードを同時募集します～

選定されているもの、または追加応募するものに関する思

い出や昔話などをお寄せください。住所、氏名、年齢、電話

番号を記入の上、８月２９日�までに送付またはご持参くださ
い。ファクス、Ｅメールでも応募できます。

お寄せいただいたエピソードは、「あつべつ見聞録（改定

版）」などに掲載させていただく場合があります。

※追加応募、エピソードをお寄せいただいた方全員にウィズ

ユーカードを差し上げます。

送付先・詳細 〒００４―８６１２ 厚別区役所総務企画課広聴係

�８９５―２４００内線２２４～２２６ �８９５―２４０３
� at.somu@atsubetsu.city.sapporo.jp

●
橋

ポ
ン
ノ
ッ
ポ
ロ
橋

虹
の
橋

●
碑
・
彫
刻

北
海
道
百
年
記
念
塔

厚
別
開
基
百
年
之
碑

小
野
幌
開
基
百
年
之
碑

も
み
じ
台
団
地
完
成
記
念
塔

謝
恩
之
碑（
旧
山
本
農
場
地
主
が
自
作
の
道
を
開
い
た
こ

と
へ
の
感
謝
を
記
し
て
建
立
）

し
ょ
う
と
く
ひ

頌
徳
碑（
開
拓
功
労
者
の
功
績
を
た
た
え
て
建
立
）

馬
魂
碑（
開
拓
時
の
農
耕
馬
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
建
立
）

馬
頭
碑（
太
平
洋
戦
争
で
徴
用
さ
れ
た
農
耕
馬
を
し
の
ん

で
建
立
）

姉
妹
提
携
記
念
碑（
道
と
加
ア
ル
バ
ー
タ
州
）

友
好
提
携
記
念
碑（
道
と
中
国
黒
竜
江
省
）

し
ょ
う
捷（
平
成
元
年
の
完
全
国
体
開
催
記
念
）

飛
翔（
平
成
７
年
の
Ｊ
Ｒ
厚
別
駅
前
広
場
整
備
に
伴
い
制
作
）

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ（
信
濃
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
）

●
遺
構
・
歴
史
的
建
造
物
な
ど

旧
馬
場
農
場
の
サ
イ
ロ

け
い
て
い
そ
う

恵
庭
荘
す
い
と
う
て
い

旧
出
納
邸

信
濃
神
社

大
谷
地
神
社

下
野
幌
八
幡
神
社

山
本
稲
荷
神
社

澄
丘
神
社

小
野
幌
神
社

上
野
幌
神
社

白
雲
山
智
徳
寺

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

北
海
道
開
拓
記
念
館

北
海
道
開
拓
の
村

札
幌
市
青
少
年
科
学
館

サ
ン
ピ
ア
ザ
水
族
館

厚
別
図
書
館

雪
印
バ
タ
ー
誕
生
の
記
念
館

厚
別
公
園
競
技
場

厚
別
区
体
育
館

厚
別
温
水
プ
ー
ル

●
建
物
・
そ
の
他

厚
別
区
役
所

サ
ン
ピ
ア
ザ

新
さ
っ
ぽ
ろ
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

ふ
れ
あ
い
広
場
あ
つ
べ
つ

シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
札
幌

●
ま
つ
り

厚
別
区
民
ま
つ
り

開
拓
の
村
秋
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

信
濃
神
社
祭

澄
丘
神
社
祭

もみじ台東側緑地のほぼ中央

に立つ２本のボダイジュ。樹

下のベンチに腰を下ろすと、

第２テクノパークから野幌森

林公園に至る、大パノラマが

広がります

すいとうてい

（左）旧出納邸は、牧場を経営してい
すいとうよういち

た出納陽一さんの邸宅として大正１４

年に建てられました。マンサード屋

根など大正時代に流行した札幌の住

宅建築様式の代表的なものです。残

念ながら、現在は一般公開されてい

ません

（右）DONGURIは、信濃小学校の開

校百周年を記念して、平成５年に制

作されました

「わたしのあつべつ100」追加募集
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